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Ａ  本制度の対象は、あかしＳＤＧｓパートナーズに登録されているまたは登録申請中の団体で

す。 

あかしＳＤＧｓパートナーズは 2022 年 4 月 1 日から 6 月 30 日までの間、第３期募集をして

おりますので、パートナーズの登録がない場合でも、登録申請した後に助成金の申請をしてい

ただけます。 

Ａ  原則、明石市内で実施される事業が助成対象となります。ただし、一部市外が含まれていても、

事業を実施するためにその必要性があれば対象になる場合もありますので、明石市政策局企画・

調整室（078-918-5010）までご相談ください。 

 

Ａ  交付決定以前から実施している事業であっても、２０２２年８月３１日までに事業が終了して

いなければ、助成対象となります。 

 

Ａ  実施事業の殆どを外部委託し、受託先の団体が事業を実施する場合等、申請団体が主体的に活

動していない場合が該当します。 

 

Ａ  今まで定期的にやっている事業は助成対象にはなりません。 

既存の事業に新たな視点や工夫を加えた事業であれば、対象となります。 

Ａ  申請できます。この場合、あかしＳＤＧｓ推進助成金収支予算計画書（様式第３号）の「1 収

入の部」の「国・県からの補助金等」に記載してください。 

  なお、本市又は本市の外郭団体（明石文化国際創生財団、明石観光協会、あかしこども財団、

明石市社会福祉協議会、コミュニティ創造協会など）から助成等を受けている場合は、金額・補

助率に関わらず本助成金の申請をすることはできません。 
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Ａ  全ての助成対象団体に対して、交付決定額の５割を概算払いします。残りの５割は事業終了後

に精算払いします。 

Ａ  交付回数は、１団体１回ですので、複数の事業を応募する事はできません。複数の事業を統合

して１つの事業として実施することが出来ないか、ご検討ください。 

Ａ  あかしＳＤＧｓ推進助成金事業計画書（様式第２号）に記載されている事業実施期間内での機

器類のレンタル料は、助成金の対象となります。 

Ａ  他の事業においても使用可能で汎用性が高いため助成対象外となります。 

ただし、事業実施に欠かせない場合は個別に審査いたしますので、明石市政策局企画・調整室

（078-918-5010）までご相談ください。 

Ａ  イベントに従事する臨時のアルバイトへの謝礼・交通費は助成対象経費となります。 

また、警備や会場設営を外部委託する費用も助成対象となります。 

 ※企画・運営など事業の中心部分の委託は不可です。（Q4 参照） 

Ａ  インターネットからの注文であっても助成対象となります。実績報告時に領収書の添付が必要

になりますので、領収書の保管をお願いします。 

 

Ａ  電車やバスなどは領収書が出ない為、「日時、利用者、利用区間、利用金額、利用目的」など

が分かる資料を作成してください。 

なお、車移動によるガソリン代については、私的使用による経費と事業にかかる経費が明確に

区別できないので、対象外となります。 

Ａ  市ホームページに記載例を掲載しています。 

ご不明な点があれば、明石市政策局企画・調整室（078-918-5010）までお問い合せください。 
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Ａ  メールにて受け付けます（sdgspatners@city.akashi.lg.jp）。提出資料等のデータが 10MB 以上

である場合は、事前に明石市政策局企画・調整室（078-918-5010）までお問い合せください。

別途、専用のアドレスをお伝えします。 

Ａ  申請は代表となる団体名で申請してください。また、助成金は原則として、申請者宛に振り込

み、複数の団体に分割して振り込むことはできません。 

Ａ  あかしＳＤＧｓ推進助成金（変更・中止）申請書（様式第７号）を提出する必要があるのは、

事業計画書の内容に重大な変更があった場合です。事業の枠組みに係る変更がある場合は、まず

は明石市政策局企画・調整室（078-918-5010）までお問い合せください。 

金額だけの変更など軽微な変更であれば、提出する必要はありません。 

Ａ  最終的な事業費の精算は、事業終了後の実績報告時に実施しますので、事業途中での助成金の

返還は必要ありません。 

 

Ａ  最大１７事業への助成を予定しています。なお、全体の申請数が１７事業以下であったとして

も、選考の結果、審査基準に合致していない事業については、助成できない場合があります。 

 


